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【方法】対象者：2016 年 9 月から 2016 年 3 月に実施された静岡県 A 市の 6 ヵ月児相談の
父親全員（以下、男性とする）。方法：6 ヵ月児相談に来所した母親を介し男性への研究協
力依頼書を配布。独自に作成した無記名自記質問票調査を用い、回収は Web 上で実施した。
妻の身体症状に関する質問項目は、2015 年度に実施した“育児期にある女性の産後 6 ヶ月
の健康状態”と比較できるよう先行研究を基に、身体症状 49 項目に精神面での症状や妻へ
の戸惑いに関する項目を追加し回答してもらった。倫理的配慮：聖隷クリストファー大学
倫理委員会の承認を得た（承認番号 16-042）。本研究に利益相反はない。  
【結果】534 名に調査協力依頼書を配布し 82 名より回答（回収率 15.4％）を得た。対象
者の背景：20 歳代 23.2％、30 歳代 62.2％、40 歳代 14.6％。正社員 89％、自営業 7.3％、
その他 3.6％。子どもの出生順位は、はじめて 47.6％、2 人目 36.6％、3 人目 10.9％、4
人目以上 4.9％であり、今回の妊娠時に実施された両親・母親学級には 37.8％が参加し、
出産には 7 割が立ち会っていた。育児・家事への協力状態は、「協力しようと思うができな




身の症状数は妻の体調は「健康である」と捉えた 3 名を除き、平均 6.26 項目（±4.3）で
あった。症状としては、睡眠不足（ 52 名：63.4％）、抜け毛（ 43 名：52.4％）、腰痛（41
名：50％）、肩こり（39 名：47.6％）、イライラしている（38 名：46.3％）、肌荒れ（ 33 名：
40.2％）、怒りやすい（32 名：39％）、疲労感（32 名：39％）などであった。これらの回答














【学会発表の状況】第 57 回日本母性衛生学会総会・学術集会 (2017 年 10 月)に発表予定で
あり、発表抄録をエントリー中である。   
